第１３回 (だい　　かい)DPI障害者 (しょうがいしゃ)政策 (せいさく)討論 (とうろん)集会 (しゅうかい)　開催 (かいさい)趣意書 (しゅいしょ)

特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)法人 (ほうじん)DPI日本 (にほん)会議 (かいぎ)
議長 (ぎちょう)　平野 (ひらの)　みどり
政策 (せいさく)討論 (とうろん)集会 (しゅうかい)を前 (まえ)に、世界 (せかい)の情勢 (じょうせい)に日々 (ひび)、心 (こころ)が砕けそう (くだ　　　　　　)な思い (おも　　　)です。ウクライナのみならず、中東 (ちゅうとう)で衝撃的 (しょうげきてき)な広がり (ひろ　　　　)を呈して (てい　　　)いる殺戮 (さつりく)の連鎖 (れんさ)。一体 (いったい)、人類 (じんるい)はどれだけの愚行 (ぐこう)を繰り返せば (　く　　　かえ　　　　　　)、平和 (へいわ)の尊さ (とうと　　　)、有難さ (ありがた　　　)を知り得る (し　う　)のでしょうか。多く (おお　)の仲間 (なかま)たちの悲劇 (ひげき)を思う (おも　　)とき、怒り (いか　　)がこみ上げます (　　あ　　　)。
そんな中 (なか)、日本 (にほん)では石破 (いしば)政権 (せいけん)が誕生 (たんじょう)しました。なんと、総選挙 (そうせんきょ)が真近 (まぢか)であるとか。私 (わたし)の挨拶 (あいさつ)をお読み (　よ　)いただいている頃 (ころ)、あるいは今回 (こんかい)の政策 (せいさく)討論 (とうろん)集会 (しゅうかい)の前 (まえ)には、今後 (こんご)の国 (くに)の方向性 (ほうこうせい)が選挙 (せんきょ)の結果 (けっか)として表れて (あらわ　　　　　)いることでしょう。
私たち (わたし　　　　　　　)は、どのような政権 (せいけん)になったとしても、人 (ひと)の命 (いのち)を蔑ろ (ないがし　　　　)にしない、平和 (へいわ)で自由 (じゆう)で安全 (あんぜん)な、インクルーシブな日本 (にほん)を希求 (ききゅう)し、障害者 (しょうがいしゃ)政策 (せいさく)、人権 (じんけん)政策 (せいさく)において、国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)の履行 (りこう)につながる道 (みち)をひたすら進んで (すす　　　)いきたいものです。
さて、今年 (ことし)の大きな (おお　　　　　)出来事 (できごと)としては、何 (なん)と言って (い　　)も、旧優生保護法国賠 (きゅうゆうせいほごほうこくばい)訴訟 (そしょう)において、最高裁 (さいこうさい)が同法 (どうほう)を違憲 (いけん)と裁定 (さいてい)し、国 (くに)による謝罪 (しゃざい)と賠償 (ばいしょう)を断じた (だん　　　　)ことではないでしょうか。各地 (かくち)での裁判 (さいばん)では除斥 (じょせき)期間 (きかん)の壁 (かべ)が大きく (おお　　　)立ちはだかって (た　　　　　　)おりましたが、それこそが差別 (さべつ)であり、人道 (じんどう)上許 (じょうゆる)されないと断罪 (だんざい)されました。
今回 (こんかい)の政策 (せいさく)討論 (とうろん)集会 (しゅうかい)では、初日 (しょにち)の全体会 (ぜんたいかい)では、総括 (そうかつ)所見 (しょけん)で強く (つよ　　)指摘 (してき)され、勧告 (かんこく)された脱施設 (だつしせつ)、インクルーシブ社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)について、この優生 (ゆうせい)保護法 (ほごほう)がもたらした優生 (ゆうせい)思想 (しそう)が蔓延って (はびこ　　　　)しまった現状 (げんじょう)を踏まえ (ふ　　)、今後 (こんご)どう運動 (うんどう)を展開 (てんかい)していったらよいかを議論 (ぎろん)したいと思います (おも　　　　　　　　)。
常任委員 (じょうにんいいん)でＤＰＩ女性障害者 (じょせいしょうがいしゃ)ネットワークの代表 (だいひょう)でもある藤原 (ふじわら)久美子 (くみこ)さんに旧優生 (きゅうゆうせい)保護法 (ほごほう)のもたらした大罪 (だいざい)やその後 (　　　ご)の被害者 (ひがいしゃ)支援 (しえん)や裁判 (さいばん)支援 (しえん)について語って (かた　　　　　)もらい、その後 (　　　ご)、原告 (げんこく)の鈴木 (すずき)由美 (ゆみ)さん、弁護団 (べんごだん)の辻川圭乃 (つじかわたまの)さんにもお話 (　　　　はなし)を伺います (うかが　　　　　　　　　)。
そして、内閣府 (ないかくふ)が設置 (せっち)した「障害者 (しょうがいしゃ)に対する (たい　　　　　)偏見 (へんけん)や差別 (さべつ)のない共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向けた (む　　)対策 (たいさく)推進 (すいしん)本部 (ほんぶ)」と幹事会 (かんじかい)の動き (うご　　)について、内閣府 (ないかくふ)障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)アドバイザーでもある尾 (おの)上 (うえ)副議長 (ふくぎちょう)が報告 (ほうこく)いたします。
分科会 (ぶんかかい)については、一日目 (いちにちめ)の全体 (ぜんたい)会の後 (かい　　あと)にバリアフリー部会 (ぶかい)による「今年 (ことし)の主 (おも)な動き (うご　　)～バリアフリー法 (　　　　　　　　　　　　　ほう)改正 (かいせい)なるか？」、二日目 (ふつかめ)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)部会 (ぶかい)による「国内 (こくない)先進 (せんしん)事例 (じれい)から考える (かんが　　　　)地域 (ちいき)移行 (いこう)・脱施設化 (だつしせつか)のあり方 (　　　　　かた)」、国際 (こくさい)部会 (ぶかい)による「私たち (わたし　　　　)のＳＤＧ‘ｓ　－　何 (なに)をやって、何 (なに)をしようとするのか」を準備 (じゅんび)しております。

優生 (ゆうせい)保護法 (ほごほう)裁判 (さいばん)では、大きな (おお　　　)勇気 (ゆうき)と希望 (きぼう)を得ました (え　　)が、この社会 (しゃかい)から優生 (ゆうせい)思想 (しそう)を無くす (な　　)にはまだまだ時間 (じかん)と多く (おお　)の人々 (ひとびと)の英知 (えいち)と努力 (どりょく)が必要 (ひつよう)です。志 (こころざし)をともにする多く (おお　)の障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)、支援者 (しえんしゃ)、研究者 (けんきゅうしゃ)、その他 (　　た)の皆さん (みな　　　　)と共 (とも)に考え (かんが　　)、行動 (こうどう)するために、本集会 (ほんしゅうかい)へのご参加 (　　さんか)を心から (こころ　　　　　)お願い (　ねが　)いたします。
